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１．はじめに 
  日本に於いてＡＲバインダの普及を考えると合材プラントの貯蔵タンクへのタンクインは必須である。

その予備検討としてモデルゴム粉等を使用しての 12.5％ＡＲバインダの 180℃高温貯蔵実験による粘度及び
軟化点の変化を測定した。その結果、180℃貯蔵の粘度変化は図ー1 に示すとおり使用するゴム粉のポリマ
ー種によって大きく異なることを第１報で報告した。 
本報告は、180℃高温貯蔵によってバインダ内部のゴム粉がどのように変化するのかをゴム粉量の変化と外
観変化から評価したので報告する。 
２．実験方法 
  貯蔵試験に用いたバインダを約２ｇ程度、ろ紙（ア 
ドバンテック５Ｃ）に採取する、次に、丁寧にろ紙に包 
み、ホッチキスにて固定して精評、抽出サンプルとした。 
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ソックスレー抽出装置に入れ、トルエン抽出を 6時間実 
施し抽出液が透明になることを確認（写真‐1）、引き続 
きアセトン抽出を 2時間加え抽出を終了した。尚、アセ 
トン抽出はゴム同士の自着を避ける目的で実施した。 
抽出終了後、常温乾燥及び真空乾燥にて溶剤を除去、精 
秤して残存ゴム粉量を求めた。 
又、外観観察は精秤したサンプルのろ紙の状態及び残存 
ゴム粉の状態を目視や顕微鏡、更に手で触れて変化を観 
察した。 
３．結果と考察 
３－１ 熟成後のゴム粉量 
  熟成直後のバインダ（12．5%配合）のゴム粉量測定 
結果を図―２に示す。結果はＡＲバインダ製造時に添加し 
た配合量に近い 10～11％のゴム粉量が確認された。 
３－２ １８０℃貯蔵によるゴム粉量変化 
  ゴム粉中にどの程度抽出物質が含まれているかを把 
握する目的で配合ゴム粉のトルエン･アセトン抽出により 
測定した。その結果を図―３に示す。モデルゴム粉は SB 
Rが多いほど抽出分が多く、TBゴム、PSゴムも 6～8％ 
程度の比較的多くの抽出分を含んでいた。 
次に、180℃貯蔵、1日、3日、7日、14日のゴム粉量を 
求めた。その結果は図―４に示すとおりゴム種の違いによって

SBR100 及び SBR67 の場合は貯蔵初期からゴム粉量は殆ど変化し

は貯蔵時間が延びるに従いゴム粉量が大きく減少することが確
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図－１ 180℃貯蔵における粘度挙動 
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２ 熟成後のゴム粉量

が大きく違うことが確認された。 
方、NR（天然ゴム）100 の場合

ち、ゴム粉の残存率が 180℃貯 
Ｓゴム、残存ゴム量 
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図－３ ゴム粉からの抽出量

  
 蔵時の粘度変化に大きく影響することが判明した。

が多かった。これは今回のゴム粉試料の平均的な組成

粉（NR/SBR=60/40）が SBR を多く含むためと推定され

３－３ 抽出後のゴム粉の観察 

 次に180℃貯蔵0日と14日の抽出ゴム粉の状

態観察を表―１にまとめる。 

いずれのゴム粉とも初期の形状を保持してい

るが中身が大きく違ってきている。NR リッチ系

は 180℃14 日貯蔵によってゴム弾性が失われ炭

の状態になってきている。一方、SBR リッチは

14 日貯蔵してもゴム弾性を確保していること

が確認された。 

又、ろ紙の色及びゴム粉の弾性変化から見ると

ＮＲリッチ系はゴム弾性を失い、硬化傾向と脱カーボ

でのＮＲの分解反応と、それに伴うカーボンブラック

は熱分解に耐性があるため安定しているものと考えら
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４．まとめ 

 今回のモデルゴム等使用したＡＲバインダの 180℃

た。 

 ①ゴムポリマー種によって 180℃貯蔵のゴム粉量変

向を示すが、ＳＢＲリッチ系は初期と変わらない

②ゴム粉の硬さやろ紙の色変化から、ＮＲリッチ系

カーボンブラックの遊離現象が確認された。ＳＢ

確保している。つまりＡＲバインダ用ゴム粉とし

③ＴＢゴムとＰＳゴムの比較では、ＰＳゴム粉が残

ゴム粉がＳＢＲゴムを多く含むためと考えられる

５．今後の予定 

  残存ゴム粉のポリマー種と量および架橋密度等を
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図－４ 抽出後の残存ゴム粉量 

PS ゴム粉での比較では PS ゴム粉の残存量

ら TB ゴム粉（NR/SBR=70/30）より PS ゴム
0℃貯蔵の 0日と 14 日の抽出品の状態

の現象が観察された。この事は、高温環境

が起きているためと推定される。ＳＢＲ系

ろ紙内側の色 残存ゴム粉性状 

0 日 14 日 0 日 14 日 

白色 黒っぽい ゴム弾性 硬く炭状

 白色 少し黒ぽ

い 

ゴム弾性 少しゴム

弾性 

 白色 白色 ゴム弾性 ゴム弾性

白色 白色 ゴム弾性 ゴム弾性

白色 黒っぽい ゴム弾性 少しゴム

弾性 

白色 白色 ゴム弾性 ゴム弾性

量及び外観観察から下記のことが判明し

う。ＮＲリッチ系は貯蔵によって減少傾

確保している。 

によってゴムの熱分解が進行し、硬化と

解に耐性があり 14 日程度ではゴム弾性を

を多く含むゴム粉が適していると言える。 

多く安定している。この事は平均的にＰＳ

とゴム粉量との関係を明らかにしていく。 

定性（第 1報） 


